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大正期の新舞踊

吾妻 徳穂 西形 節子

村松 道弥 市川 雅(司 会)

市川 出席の吾妻徳穂先生はニジンスキーの娘が

書いている本の中で 「私は吾妻に会っている」と

あります。それはアヅマカブキが戦後ヨーロッパ
・アメリカを公演 したとき, ヒューロックという

大プロデューサーが吾妻先生を各地に紹介 した時

のことだとお もいますが, 大変国際的にも戦後直

ぐに気を吐いていただいた方です。まず, 西形先

生の方から別表(61頁 ～63頁)を もとに大正期の

新舞踊について, コメン トをいただきたいと思い

ます。

西形 村松先生のお話で大正期の新舞踊の動向は

十分お分か りになったと思いますが, こちらの方

は日本舞踊を中心に しています。前回の 「近代舞

踊の出発」では坪内迫遙を取 り上げました。1904

年(明 治37年)『 新楽劇論』を以て一大革新の口

火を切った迫遙の壮大な理想はなかなか実現せず, 

過渡期の当用にと 「お夏狂乱」などの小規模の舞

踊劇を書き, 文芸協会で試演 していました。とこ

ろが大正2年, 文芸協会の解散, 迫遙は苦境にた

たされ, 新舞踊運動は挫折。それに代わって長谷

川時雨が 「舞踊研究会」で活躍をします。時雨は

1879年(明 治12年)生 まれ, 1905年(明 治38年)

懸賞戯曲に当選, 女流劇作家として認められまし

た。「舞踊研究会」の舞台となった紅葉館は時雨

の母の経営で, 当時, 京舞の三世井上八千代(片

山春子)や 五世藤間勘十郎が出張稽古にきていま

した。第一 回に尾上梅雄少年(六 世勘十郎=勘

祖)が 出演。第二回には片山春子が 「鉄輪」 ・五

世勘十郎が 「鷺娘」 を踊 っています。『演芸画

報』を見ると, ともに素の形(地 の髪, 黒紋付 き

の着物)で, 大正の舞踊家 というより女師匠の様

子が分か ります。第四回は歌舞伎座に進出, 六世

尾上菊五郎 ・二世市川猿之助(猿 翁)と 新橋名妓

連中も出演, 新作 「空華」などが発表されました。

ここに迫遙の手紙があ ります。

「お返事申し上げ候 お申し越 しの件 実に以

てお安 き御用には候えど 敗軍の将兵を語らず

とや ら 今は何の手助 けもいたしかね候 先日

の空華面白く拝見 そのうちお目にかかって所

見はもうしのぶべ し

時雨様 迫遙」

(『迫遙研究』大村弘毅氏の論文より)

この時期, 失意の迫遙 と得意の時雨の対象がうか

がえる資料 と思います。

時雨は第五回に 「江島生島」を発表。当時高額な

二円の入場料を取った豪華な発表でしたが, 大正

3年 六世菊五郎の 「狂言座」発足以降舞踊を離れ, 

大衆作家三上於兎吉 との恋愛, 『女人芸術』の編

集など文芸方面に活躍 しました。時雨の舞踊運動

は古典に重点がかか り新しいものへの限界はあり

ましたが, 一つの掛橋 となったと思います。この

時代新橋の大師匠として指導していらっしゃいま

した藤間政弥師は吾妻先生の母君, 当時をよくご

存知の吾妻先生から伺いたいのですが…

吾妻 長谷川時雨先生 には, 「清元お葉」と 「芝

金」 という作品をかいていただきました。それを

お願いにいったときは今の旦那様(三 上於兎吉)

とご一緒で, とてもさっぱりした方で"今 主人を

お風呂に入れるから冷たいものでも飲んで待って

てちょうだいね!"旦 那様がちょっと半身不随み

たいだったんですね, たす きをかけてお風呂に入

れてから"ご めんなさい!な にやるの?"っ て聞

いて下さいました。それで私は二つの作品をいた

だいたのです。

西形 このように体験的なお話を交えなが ら, 進

めて参 りたいと思います。さて, 時雨は六代目菊

五郎と 「狂言座」をつ くりますが, 二回で終わり

ます。ここで迫遙の大作 『新曲浦島』が上演され

ますが, 全幕ではなく中の幕だけで した。時雨の

作品は 『歌舞伎草子』, これは後 に 「藤蔭会」で

『出雲のお国』の題で藤蔭静枝(後 に藤蔭静樹)

が取 り上げます。先程, 村松先生のご講演にもあ

りましたように, 大正のはじめは洋舞の方に新 し

い展開があ り, 日本舞踊は迫遙の呼び掛けに対し

て今一つ というところで した。そこに藤蔭静枝

(静樹)が 登場 します。

吾妻 藤蔭先生は風靡 しましたね。私の母より下

の(勘 翁の)お 弟子 さんで したが, 藤原義江の
"どんとどんとどんと…"と い うあの頃はやって

おりました歌 「出船」で, まだ新橋の芸者のとき

に余興で踊ったんです。皆びっ くりしましてね。

うちの母 も旧いほうですから, また芸者の中でも

いろいろありまして, やっぱり舞踊家で立ちたい

ということで芸者 をお止めになったのです。そし

て永井荷風 さんとご一緒になられて, それから新

しいことを始められたのでしょう。

西形 でも, 永井荷風 との結婚生活は短かったの

でしょう。一年足 らずで…。
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吾妻 晩年, 私が伺うと, 一杯召 し上が りなが ら
"なんつ

っても永井荷風が好 きなのよ"と いっつ

もおっしゃってました。やっぱ り, 先生はよっぽ

どお好 きだったんですね。私 も何度かご一緒に藤

蔭先生の会 に躍 らせていただきましたが, 戦争

(第二次世界大戦)が 始ま りかけた頃で したか…

お箏の伴奏で初めて公会堂で踊ったときのことで

す。先生は少 しお歳を召 したか振 りを全然覚えて

いらっしゃらないのです。私は覚えていましたが

先生はどんどこどんどこ振 りをうめちゃうのです。

私はもうびっくりしてこれは付いてゆくよりしょ

うがないと, 一段どう踊ったか夢中で した。私の

分まで踊ってしまいそうかと思うとチ ョンと座っ

て しまい"あ なたの番よ"と いうんです。藤蔭先

生はそういう方で したが, とってもいい方でした。

そ して大変人間味のある先生で した。やっぱり新

舞踊の元祖 といわれる方ですし, 藤蔭先生がお立

ちになったから今日の我々があるのだと私は確信

しています。

市川 吾妻先生のお母様は, 藤間政弥 さん, 藤蔭

静枝(静 樹)に 対 しては批判的なところがあった

のでは…

吾妻 はい, そうです。第一, お師匠さんの藤間

勘右衛門(後 に勘翁)に 対 して失礼だというので

す。それが勘右衛門さんの奥さんの遠い親戚 にな

られるとかで, 割に自由に振る舞ってお られまし

たが, 私の母などは旧いほうです し, 名取筆頭で

したから, だらしがなくなると怒 りました。ピァ

ノで踊るなんて踊 りじゃないといっていた母でし

た。それが私のようなものがで きまして, 舞踊家

になりましてから母の生きているときか ら, ピァ

ノで踊った りいろいろ しましたもので"世 の中, 

変わったんだねえ…お前"と いってお りましたか

ら, 自分の子 によって時代が変化したことを認識

したのだと思います。

西形 村松先生 もおっしゃってましたが, おもし

ろいことに日本舞踊の三人の舞踊家が地方の出身

であったとおっ しゃってましたが…

吾妻 そう, 藤蔭先生は新潟, 珠実(初 代五條珠

実)さ んが秋田, 寿美(初 代花柳寿美)さ んが浜

松でしたか…

市川 それから, 三人に共通するのは芸者 という

ことですね。

西形 それは村松先生もおっしゃっておられまし

たが, おさなくして上京されているので, 吾妻先

生がおっしゃるように江戸っ子的な気質を持って

いたようですが……。 しか し, シャイな江戸っ子

にはないガムシャラなところがあったと思われま

す。藤蔭静枝(静 樹)の 業績をまとめると…

1. 藤蔭会という舞踊研究団体を作ったこと。

2. スタッフに良き同人を得たこと。田中良 ・福

地信世 ・遠山静雄 ・町田博三(後 に町田佳聲)

らが無報酬で協力。

3. 静枝自身モルモットとなり, 若い同人が商業

劇場に無い試作的な舞台装置 ・照明が得られた。

4. 舞踊家兼振付の先駆 となった。

5. 本居長世の童謡運動に参加, 童謡 ・民謡詩な

どに振付する。

6. 全国各地に旅公演, 舞踊の普及活動。そのこ

とは, 先頃(1990年11月 公演)の 東京芸術劇場

の柿落 としの新劇団合同公演 「東京行進曲」の

モデルとなって登場。

後に, 静枝は前記同人 と別に, 三田文学の勝本清
一郎と親 しくな り, 作品の傾向 も変わってきます

が, 昭和の初め, 失恋 してパリ留学 したと聞きま

すが, 村松先生, こぞんじで しょうか?

村松 知ってますよ。勝本君は静枝の恋人で した。

西形 藤蔭静枝(静 樹)に 続いて, 花柳徳次のち

の五條珠実が 『惜 しむ春』でデビューします。こ

の時に, 作者の香取仙之助が"い ささか野心的な

新 しい純舞踊 として書いた。これまで新曲といっ

ていた代わりに〈新舞踊〉という言葉を用いた"

といっていますが, この頃から新舞踊が定着 して

きたのではないで しょうか。そ して別表(61頁
～63頁)に 書 きましたように, 1921年(大 正10

年)と いう年が大正期の新舞踊運動が一気に活発

になるときと思います。楳茂都陸平の 『春から秋
へ』藤蔭静枝(静 樹)の 『思凡』の話題作。そし

て前年発足した 「春秋座」で二世市川猿之助(猿

翁)が ロシアンバレエに刺激されて 『虫』を発表

します。吾妻先生 『虫』をご覧になりましたか?

吾妻 素敵ですね。今で もどっかで取 り上げて

やったらいいと思います よ。虫の感 じでひらひら

したものを着て, ちょっと洋舞に似ています。四

季になっていまして冬にちんころがいっぱい出て

くるんです。これはご兄弟三人で-猿 之助(猿

翁)さ ん ・八百蔵(後 に八世市川中車)さ ん ・

(市川)小 太夫さん一素敵でほんとに目について
います。

西形 当時の朝 日新聞, 毎日新聞, 読売新聞はじ

め, 都新聞, 万朝報など, ほとんどが取 り上げて

いるのですから, 『虫』はよほど話題 になったの

ですね。また, 歌舞伎役者がは じめて新 しい舞踊

に取 り組んだということが冒険であ り, 偉いこと

ですね。

市川 猿翁のそのあとの作品は?

吾妻 それと…なんという作品でしたか 「釈迦と

孫悟空?」 あちらはもともと腰がいいでしょ。長

い棒を扱いなが ら, 降 りたり上がったりなさるそ

の舞台が素晴らしかったですね。

市川 今の話の中でディアギ レフのロシアンバ レ
エ団の事でちょっと…大正元年が1912年, その年

にローシーがきているのです。ロンドンのアルハ

ンブラ劇場のミュージックホールに在席 していた
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のですが, ディアギレフバレエ団があまりにも優

勢であったがために, ミュージックホールは没落

し, 追い出されてローシーは日本にやってきたと

いう…歴史の裏側にはそういう事実があるのです。

三島章道編 「ロシヤバ レエ』 という本が大正10年

ぐらいにあ ります し, 大田黒元雄の 『ロシヤ舞

踊』 も大正6・7年 には出ています。そのような

背景がありまして, 新舞踊運動にはロシヤバ レエ

が影響 しているということは事実であると思いま

す。

西形 それ と, 第一次大戦後の日本は軍需景気の

活況という経済的な社会背景もあったのではない

で しょうか。それが次の 「羽衣会」「踏影会」 と

いう贅沢な豪奢な歌舞伎俳優による新舞踊という

形 になったのではないでしょうか。これが大正11

年から始 まります。演目その他はパンフを参照し

ていただき, 実際にご覧になった先生がたからそ

の模様を伺いましょう。まず, 慶ちゃんの愛称で

人気, 美貌の女形五世中村福助の 「羽衣会」は…

吾妻 「水 と鳥」では今の(中 村)歌 右衛門さん

が子役の傷付いた鳥で, カーテンの前を福助 さん

が ビーズの付いた豪華な衣掌を着てさ一っと通る

のですが, その時代 にビーズというと目を見張っ

た ものですが, それがチ カチカ光 って…それに

オーケス トラですから大変な費用で したで しょう。

西形 劇界の大御所 といわれた五世中村歌右衛門

を父に持つ福助の 「羽衣会」は, 舞台美術を各幕

ごとに高名な画伯 に依頼す るなど, 当時のサ ラ

リーマンの月給にも匹敵する10円 の入場料が売 り

切れても赤字だった とい うほどの贅沢な発表会

だったそうです。山の手風 といわれた 「羽衣会」

に対 し, 「踏影会」はどちらかといえば下町風で

すが同じく美 しい若女形のアイ ドル尾上栄三郎の

会。栄三郎は六世尾上梅幸の息子, 六代 目菊五郎

も応援また, 美貌の立役若手の市川男女蔵(の ち

三世市川左団次)も 参加 しま した。『演芸画報』

の写真から当時の舞台を思い出 していただきま

しょう。写真 を見ても当時としてはずいぶん奇抜

ですね。この 「抱影」など洋舞のタイツ姿で水に

移った月を掬い取ろうとする踊 りのようですが…

吾妻 実際にそうでした。それと 「刺客」六代 目

菊五郎もでたのですが, 音楽がダダドダドダト…

とこんな感じだったんです。今でも耳についてい

ます, とって も面白くって…こんな踊 りもあるん

だなあと思って, 素敵で した。

西形 大正12年 の春, 「羽衣会」「踏影会」 ともに

第二回を催 しますが, その年の9月, 関東大震災

に見舞われ, これでほとんど終わってしまいます。

「羽衣会」は震災後 も第三回の公演を しますが, 

まもなく栄三郎も福助も若 くして亡 くな ります。

それにしてもこうした派手な会は経済的にも続か

なかったのではないで しょうか。

吾妻 でもおできになったで しょう。梅幸さんの

方はどうか判 りませんが歌右衛門さんちは出来ま

したでしょう。栄三郎 さんがお亡 くなりになりさ

えしなければ…。

西形 一見華やかで豪奢な歌舞伎俳優の新舞踊運

動は花火のようで, 自身の内面的な欲求からでは

なく準備 もないままに立った芸の道楽だという評

もあったようです。迫遙の言葉に 「一時的より持

久的に, 公演の前に二回試演せ よ。一年半は公演

をするな」 とありますが…内容はいかがだったの

でしょうか?

吾妻 でも私たちは, 何 と素敵なことをやってい

るのだろうと羨ましく思いました。私はまだはっ

きりした舞踊家になっていませんでしたけれど。

註-こ の頃, 吾妻徳穂は帝劇女優八期生 として

修行時代。

西形 関東大震災によって一つの時代が終わりを

告げ, やがて新 しい担い手が登場 します。大正13

年の 「花柳舞踊研究会」のスター トに始まり昭和

に入って新舞踊のスターたちが一斉に活動を始め

るのですが, これは次の機会にいたしまして…。

市川 そろそろ時間も迫って参 りましたのでこの

辺で…今 日は久し振 りに吾妻先生か ら昔の下町の

東京弁を伺いまして, 僕は大変嬉 しく思ってお り

ます。 とても二時間では語 り尽 くせない大正期の

新舞踊ですが この辺で終わらせていただきます。

(文責 ・西形節子)

▼ 「轟」二世市川猿之助(猿 翁)(大 正10年11月

明治座, 「春秋座」第二回公演)
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